
　看護学は，高度な医療の一翼を担うとともに，人々の人生における生老病死といった
重要な出来事に寄り添い，健康で幸福な生活の実現を目指す学問です．看護職者に求め
られる資質は，多様な人々の看護に必要な知識と倫理観であり，必要とされる能力は対
象となる個人・家族を理解し，アセスメント結果に基づく根拠あるケアを提供し，その
実践内容を適切に評価することです．特に，看護職者によって提供される看護技術は，
安全・正確・安楽でなければなりません．
　学生の皆さんが，母性看護学とその実践を学ぶ看護学実習に臨むにあたり，自身の看
護技術が安全で正確であり，対象者にとって安楽で安心できるものであるか心配される
ことは理解できます．だからこそ，学内で繰り返し行われる練習，イメージトレーニン
グ，ロールプレイ演習がとても重要となります．
　母性看護学では，妊婦，産婦，褥婦，新生児，家族がケアの対象者となります．それ
ぞれ発達段階，健康課題，心理的状態，社会的活動，ADLが多様ですので，それに応
じて提供すべき看護技術の内容，注意・配慮する点，必要物品は異なります．そこで，
本書では，母性看護学に必要な技術について，写真やイラストを通してより具体的に学
習できるよう工夫しています．各技術については，実施する目的・準備・実施方法・実
施後の評価のポイントを示しています．また，技術の根拠となるような知識，あるいは
技術を使う上でのこつなどを「plus α」や「留意点」として付記しています．加えて，
その技術がなぜ必要なのかについて理解を深めるために，ナーシング・グラフィカ母性
看護学②『母性看護の実践』の該当箇所も提示しています．今回の改訂では，「AR動
画」や巻頭図解，巻末資料が充実しましたので，これらを活用し，母性看護学に必要な
技術をより確実なものにしていただきたいと思います．
　最後に，本書で示している看護技術は，必ず記載どおりに実施しなければならないと
いうものではありません．妊産褥婦，新生児，家族のニーズや状況に合わせて修正・工
夫することが必要です．その修正と工夫が，未来の母性看護学を形作ることとなるで
しょう．本書を通して，学生の皆さんが母性看護学の知識と技術を統合し，母性看護学
実習へ向けてスムーズに準備ができ，さらには母性看護学に対してより深い関心をもっ
ていただければ，編者として大きな喜びです．
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はじめに「メディカAR」アプリを起動し，　　 マークのある図をスマートフォンやタブレット端末で映すと，
飛び出す画像や動画，アニメーションを見ることができます．

お手元のスマートフォンやタブレットで，App Store（iOS）もしくはGoogle Play（Android）から，
「メディカAR」を検索し，インストールしてください（アプリは無料です）．

「メディカAR」の使い方

●ARコンテンツおよび動画の視聴は無料ですが，通信料金はご利用される方のご負担となります．パケット定額サービスに加入されていない方は，高額に
なる可能性がありますのでご注意ください．●アプリケーションダウンロードに際して，万一お客様に損害が生じたとしても，当社は何ら責任を負うもので
はありません．●当アプリケーションのコンテンツ等を予告なく変更もしくは削除することがあります．●通信状況，機種，OSのバージョンなどによっては
正常に作動しない場合があります．ご了承ください．

アプリの使い方

アプリのインストール方法

①「メディカAR」アプリを起動する

※カメラへのアクセスを求められたら，
「許可」または「OK」を選択してください．

関連情報やお問い合わせ先等は，以下のサイトをご覧ください．
https://www.medica.co.jp/topcontents/ng_ar/

メディカAR で検索

※アプリを使用する際は，Wi‒Fi等，通信環境の整った場所でご利用ください．
※iOS，Android の機種が対象です．動作確認済みのバージョンについては，下記サイトでご確認ください．
※ARコンテンツの提供期間は，奥付にある最新の発行年月日から4年間です．

正しく再生されないときは
・連続してARコンテンツを再生しようとすると，正常に読み取れないことがあります．
・不具合が生じた場合は，一旦アプリを終了してください．
・アプリを終了しても不具合が解消されない場合は，端末を再起動してください．

②カメラモードで， 　マークがついている図全体を映す
　　  

コンテンツが表示される

ページが平らになるように本を
置き，     マークのついた図とカ
メラが平行になるようにしてく
ださい．

　  マークのついた図全体を画面に収
めてください．  　マークだけを映して
も正しく再生されません．

読み取りにくいときは，カメラを
　　マークのついた図に近づけて
からゆっくり遠ざけてください．

〇 ×正しい例 誤った例
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